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ハイブリッド専用Cアーム FlexArm

ケーブルレスデザイン

ハイブリッド専用CアームのFlexArmではケーブルをレールに内包したケーブルレスを実現し
たデザインを採用しています。

アームがどの位置にあっても天井からケーブルが垂れることないため、ケーブルが術野
へ侵入したりシーリング関連器具との干渉することなく、さまざまな位置でのアームポジ
ションを実現しています。
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ハイブリッド専用Cアーム FlexArm

柔軟なアームポジション

横手方向に236 cm、長手方向に最大635 cmの可動範囲を有し、手技中の術者やスタッフ
の立ち位置に合わせてアームを配置したり部屋の隅に退避しておくことが可能です。

X線が不要の際や不測の事態の際に、術者の後ろに待機する「スタンバイポジション」 
X線が不要な外科的手技時には、部屋の隅へ退避する「パーキングポジション」など、術
式や術者に合わせて柔軟性の高いアームポジションを実現します。

スタンバイポジション パーキングポジション

詳細説明はこちらをご覧ください。
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ハイブリッド専用Cアーム FlexArm

APC Pathway

APC PathwayはFlexArmの移動経路を事前に登録できる機能です。

完全退避しているパーキングポジションから術野で透視や撮影を行うワーキングポジショ
ンまでの経路において想定される麻酔器やモニタといった周辺機器、術者、スタッフの位
置を考慮し、最適な経路を事前に登録すると手技時にはその設定された経路をワンボタン
でスムーズに移動させることが可能です。

この経路設定はユーザー側で手技毎に登録可能で、手技前の準備から手技の開始時の
アーム挿入経路や手技の終了時のアーム退避経路など、日常業務におけるアーム移動の
再現性をサポートします。

* オプション

詳細説明はこちらをご覧ください。



血管造影X線診断装置 Azurion 7 ハイブリッド専用CアームFlexArm 5

選べる他社製手術台

ハイブリッド専用天井走行式アームであるFlexArmでは要望に沿って他社製手術台を組み
合わせることも可能です。

他社製手術台ではフルカーボンのフラットな天板と万能天板を選択でき術式に応じて入れ
替えることでハイブリッド手術室の適応範囲を拡張させます。
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